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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　専用チャンネル（ＤＣＨ）アクティブセットおよび拡張型専用チャンネル（Ｅ－ＤＣＨ
）アクティブセットを規定する移動体通信システムのためのユーザ機器であって、
　前記Ｅ－ＤＣＨアクティブセットには含まれないが前記ＤＣＨアクティブセットには含
まれるセルからのパイロット信号の電力測定を行う手段と、
　前記Ｅ－ＤＣＨアクティブセットに含まれるセルからのパイロット信号の電力測定を行
う手段とを備えたユーザ機器。
【請求項２】
　前記Ｅ－ＤＣＨは、前記ＤＣＨのデータ転送速度よりも高いデータ転送速度を有する、
請求項１に記載のユーザ機器。
【請求項３】
　前記Ｅ－ＤＣＨは、前記ユーザ機器からのアップリンク通信のために利用される、請求
項１に記載のユーザ機器。
【請求項４】
　前記移動体通信システムにおける無線ネットワークコントローラから、どのセルを前記
Ｅ－ＤＣＨアクティブセットに含めることができるのかについての情報を受信する手段を
さらに備えた、請求項１に記載のユーザ機器。
【請求項５】
　前記Ｅ－ＤＣＨアクティブセットには含まれないが前記ＤＣＨアクティブセットには含



(2) JP 4502143 B2 2010.7.14

10

20

30

40

50

まれるセルからの前記パイロット信号および前記Ｅ－ＤＣＨアクティブセットに含まれる
セルからの前記パイロット信号の電力測定に関する情報を送信する手段をさらに備えた、
請求項１に記載のユーザ機器。
【請求項６】
　前記Ｅ－ＤＣＨアクティブセットには含まれないが前記ＤＣＨアクティブセットには含
まれるセルからの前記パイロット信号の電力測定の結果が、前記Ｅ－ＤＣＨアクティブセ
ットに含まれるセルからの前記パイロット信号の電力測定の結果よりも良くなった場合に
、前記Ｅ－ＤＣＨアクティブセットに含まれるセルが、前記Ｅ－ＤＣＨアクティブセット
には含まれないが前記ＤＣＨアクティブセットには含まれＥ－ＤＣＨアクテイブセットに
なりうるセルに置換される、請求項１に記載のユーザ機器。
【請求項７】
　前記Ｅ－ＤＣＨは前記ＤＣＨの伝送間隔よりも短い伝送間隔を有する、請求項１に記載
のユーザ機器。
【請求項８】
　専用チャンネル（ＤＣＨ）アクティブセットおよび拡張型専用チャンネル（Ｅ－ＤＣＨ
）アクティブセットを規定する移動体通信システムのための方法であって、
　前記Ｅ－ＤＣＨアクティブセットには含まれないが前記ＤＣＨアクティブセットには含
まれるセルからのパイロット信号の電力測定を行い、
　前記Ｅ－ＤＣＨアクティブセットに含まれるセルからのパイロット信号の電力測定を行
う、方法。
【請求項９】
　前記Ｅ－ＤＣＨは、前記ＤＣＨのデータ転送速度よりも高いデータ転送速度を有する、
請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記Ｅ－ＤＣＨは、ユーザ機器からのアップリンク通信のために利用される、請求項８
に記載の方法。
【請求項１１】
　前記移動体通信システムにおける無線ネットワークコントローラから、どのセルを前記
Ｅ－ＤＣＨアクティブセットに含めることができるかについての情報を前記ユーザ機器で
受信する、請求項８に記載の方法。
【請求項１２】
　前記Ｅ－ＤＣＨアクティブセットには含まれないが前記ＤＣＨアクティブセットには含
まれるセルからの前記パイロット信号および前記Ｅ－ＤＣＨアクティブセットに含まれる
セルからの前記パイロット信号の電力測定に関する情報を送信する、請求項８に記載の方
法。
【請求項１３】
　前記Ｅ－ＤＣＨアクティブセットには含まれないが前記ＤＣＨアクティブセットには含
まれるセルからの前記パイロット信号の電力測定の結果が、前記Ｅ－ＤＣＨアクティブセ
ットに含まれるセルからの前記パイロット信号の電力測定の結果よりも良くなった場合に
、前記Ｅ－ＤＣＨアクティブセットに含まれるセルを前記Ｅ－ＤＣＨアクティブセットに
は含まれないが前記ＤＣＨアクティブセットには含まれＥ－ＤＣＨアクテイブセットにな
りうるセルに置換する、請求項８に記載の方法。
【請求項１４】
　前記Ｅ－ＤＣＨは前記ＤＣＨの伝送間隔よりも短い伝送間隔を有する、請求項８に記載
の方法。
【請求項１５】
　専用チャンネル（ＤＣＨ）アクティブセットおよび拡張型専用チャンネル（Ｅ－ＤＣＨ
）アクティブセットを規定する移動体通信システムであって、
　ユーザ機器と、
　無線ネットワークコントローラとを備え、
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　前記ユーザ機器は、
　　前記Ｅ－ＤＣＨアクティブセットには含まれないが前記ＤＣＨアクティブセットには
含まれるセルからのパイロット信号の電力測定を行う手段と、
　　前記Ｅ－ＤＣＨアクティブセットに含まれるセルからのパイロット信号の電力測定を
行う手段と、
　　前記無線ネットワークコントローラから、どのセルを前記Ｅ－ＤＣＨアクティブセッ
トに含めることができるのかについての情報を受信する手段とを備え、
　前記無線ネットワークコントローラは、
　　どのセルを前記Ｅ－ＤＣＨアクティブセットに含めることができるのかについての情
報を前記ユーザ機器に送信する手段を備えた、移動体通信システム。
【請求項１６】
　前記Ｅ－ＤＣＨは、前記ＤＣＨのデータ転送速度よりも高いデータ転送速度を有する、
請求項１５に記載の移動体通信システム。
【請求項１７】
　前記Ｅ－ＤＣＨは、前記ユーザ機器からのアップリンク通信のために利用される、請求
項１５に記載の移動体通信システム。
【請求項１８】
　前記ユーザ機器は、前記Ｅ－ＤＣＨアクティブセットには含まれないが前記ＤＣＨアク
ティブセットには含まれるセルからの前記パイロット信号および前記Ｅ－ＤＣＨアクティ
ブセットに含まれるセルからの前記パイロット信号の電力測定に関する情報を送信する手
段をさらに備え、
　前記無線ネットワークコントローラは、前記Ｅ－ＤＣＨアクティブセットには含まれな
いが前記ＤＣＨアクティブセットには含まれるセルからの前記パイロット信号および前記
Ｅ－ＤＣＨアクティブセットに含まれるセルからの前記パイロット信号の電力測定に関す
る情報を受信する手段を備えた、請求項１５に記載の移動体通信システム。
【請求項１９】
　前記Ｅ－ＤＣＨアクティブセットには含まれないが前記ＤＣＨアクティブセットには含
まれるセルからの前記パイロット信号の電力測定の結果が、前記Ｅ－ＤＣＨアクティブセ
ットに含まれるセルからの前記パイロット信号の電力測定の結果よりも良くなった場合に
、前記Ｅ－ＤＣＨアクティブセットに含まれるセルが、前記Ｅ－ＤＣＨアクティブセット
には含まれないが前記ＤＣＨアクティブセットには含まれＥ－ＤＣＨアクテイブセットに
なりうるセルに置換される、請求項１５に記載の移動体通信システム。
【請求項２０】
　前記Ｅ－ＤＣＨは前記ＤＣＨの伝送間隔よりも短い伝送間隔を有する、請求項１５に記
載の移動体通信システム。
【請求項２１】
　専用チャンネル（ＤＣＨ）アクティブセットおよび拡張型専用チャンネル（Ｅ－ＤＣＨ
）アクティブセットを規定する移動体通信システムのための無線ネットワークコントロー
ラであって、
　どのセルを前記Ｅ－ＤＣＨアクティブセットに含めることができるのかについての情報
をユーザ機器に送信する手段を備え、
　前記ユーザ機器は、前記Ｅ－ＤＣＨアクティブセットには含まれないが前記ＤＣＨアク
ティブセットには含まれるセルからのパイロット信号の電力測定を行い、前記Ｅ－ＤＣＨ
アクティブセットに含まれるセルからのパイロット信号の電力測定を行う、無線ネットワ
ークコントローラ。
【請求項２２】
　前記Ｅ－ＤＣＨは、前記ＤＣＨのデータ転送速度よりも高いデータ転送速度を有する、
請求項２１に記載の無線ネットワークコントローラ。
【請求項２３】
　前記Ｅ－ＤＣＨは、前記ユーザ機器からのアップリンク通信のために利用される、請求
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項２１に記載の無線ネットワークコントローラ。
【請求項２４】
　前記Ｅ－ＤＣＨアクティブセットには含まれないが前記ＤＣＨアクティブセットには含
まれるセルからの前記パイロット信号および前記Ｅ－ＤＣＨアクティブセットに含まれる
セルからの前記パイロット信号の電力測定に関する情報を受信する手段をさらに備えた、
請求項２１に記載の無線ネットワークコントローラ。
【請求項２５】
　前記Ｅ－ＤＣＨアクティブセットには含まれないが前記ＤＣＨアクティブセットには含
まれるセルからの前記パイロット信号の電力測定の結果が、前記Ｅ－ＤＣＨアクティブセ
ットに含まれるセルからの前記パイロット信号の電力測定の結果よりも良くなった場合に
、前記Ｅ－ＤＣＨアクティブセットに含まれるセルが、前記Ｅ－ＤＣＨアクティブセット
には含まれないが前記ＤＣＨアクティブセットには含まれＥ－ＤＣＨアクテイブセットに
なりうるセルに置換される、請求項２１に記載の無線ネットワークコントローラ。
【請求項２６】
　前記Ｅ－ＤＣＨは前記ＤＣＨの伝送間隔よりも短い伝送間隔を有する、請求項２１に記
載の無線ネットワークコントローラ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＵＭＴＳ（ユニバーサル移動体通信システム）通信に係り、特に、専用無線
リンクのスーパーセットを用いるだけではなく、同時に拡張型専用無線リンクのサブセッ
トも用いるＵＭＴＳ通信に関するものである。
【０００２】
　本出願は、２００５年１０月３１日に出願された英国特許出願第０５２２１８５．８号
に基づくものであり、その優先権の利益を主張する。当該出願の開示は全体として参照に
より本出願に組み込まれる。
【背景技術】
【０００３】
　携帯電話通信は、１９７９年に最初のシステムが日本で運用されてから著しく進歩して
いる。これらの第１世代のシステムはアナログ式であった。２つの理由から１９８０年代
の終わりまでに第２世代のデジタルシステムに技術が移行した。１つは、使用されていた
アナログシステムの互換性がなくなったからであり、もう１つは、デジタルシステムを運
用することがより経済的になったからである。１９９０年代の初めにさまざまな第２世代
のシステムが導入された。ヨーロッパでは、ＧＳＭ（移動体通信用グローバルシステム）
が導入された。米国は、ＧＳＭとは異なる第２世代のシステム（ＡＭＰＳ）を導入し、そ
の後、改良型ＧＳＭを導入した。
【０００４】
　ＧＳＭは、携帯電話（ユーザ機器：ＵＥ）とコアネットワーク（ＣＮ）との間のインタ
フェイスに相当する。このインタフェイスは、一連の無線ネットワークコントローラ（Ｒ
ＮＣ）を含んでおり、それぞれのＲＮＣは、それぞれ順番にそのブロードキャスト範囲内
でＵＥに対して送受信を行う一連のベースステーション（ＢＳ）に接続されている。ある
時点で、ＵＥは、ＢＳのうちの１つだけを介してＲＮＣのうちの１つに対して信号を送受
信する。ＧＳＭにおいてＵＥが移動すると、ベースステーション間で「ハードハンドオー
バー」が生じる。ＵＥは、現在のＢＳおよびレンジ内ＢＳから受信したそれぞれのパイロ
ットチャンネル信号の電力レベルを常に監視しており、得られた信号の電力比較データを
現在のＢＳを介して現在のＢＳを制御しているＲＮＣに送信している。レンジ内ＢＳのう
ちの１つからの信号が、現在のＢＳの電力レベルよりも少なくとも基準量分大きな電力レ
ベルでＵＥに受信されているとＲＮＣが判断した場合には、ＲＮＣは、レンジ内ＢＳのう
ちの当該１つのＢＳとの通信を開始し、現在のＢＳとの通信を終了するようにＵＥに指示
する。ハンドオーバーは、ＵＥが新しいＢＳとの伝送を開始する前の非常に短い時間で当
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該ＢＳとの伝送を終了し、双方のＢＳとの同時通信を伴う「ソフト」な変化がないので、
「ハードハンドオーバー」と呼ばれている。
【０００５】
　携帯電話サービスにおける飛躍的な発展と「ローミング」用の使用に対する需要の増加
に伴って世界的な標準規格のニーズが認められた。同時に技術が改良され、これにより、
この「第３世代」のシステムは、改良された技術を取り入れて、電気通信の特徴をインタ
ーネットプロトコル（ＩＰ）ネットワークの特徴と統合することができた。主として、Ｕ
ＭＴＳは、ＲＮＣレベルとＵＥレベルとの間の通信についてのみＧＳＭと異なっている。
ＣＮは本質的にＧＳＭのものと同一である。ある時点においてＵＥが単一のＢＳを介して
通信するのに代えて、ＵＭＴＳは、ＲＮＣが一連のノード（nodeB）と同時に通信するネ
ットワークからなるＵＴＲＡＮ（Universal Terrestrial Radio Access Network）を用い
ている。各nodeBは、それぞれ単一の有効範囲を持つ１以上の「セル」をサポートしてお
り、ＵＥは、一連のnodeBからセルに対して通信を行う。
【０００６】
　ＧＳＭにおけるようなあるＢＳから他のＢＳへのＵＥのハンドオーバに代わり、ＵＥの
移動により、ＵＥがＲＮＣと通信するためのnodeBに連続的な変化が生じる。例えば、あ
るnodeBがピックアップされるときにはド他のnodeBがロップされる。「ＵＭＴＳのＵＥ」
は、ＵＥが通過するすべてのセルの同時動作を伴う通信路を介して送受信を行うことがで
き、セルを使用する通信路の両端にＵＥとＲＮＣが位置している。ＵＭＴＳは、結果とし
てＵＥ製造業者の統一世界標準規格となるだけではなく、その信号の送受信ダイバーシチ
は、結果として信号の品質を改善するものとなる。一方、ＧＳＭも依然として使用されて
おり、ＵＭＴＳとＧＳＭは、いずれかのタイプのＵＥを持っている人が効果的に携帯電話
を使用できるように、多くの場所で併存している。ＣＮにおいては、ＵＭＴＳおよびＧＳ
Ｍ通信は類似しており、先に述べたように、２つのシステムは主としてＲＮＣとＵＥとの
間での通信の進め方において異なる。
【０００７】
　ＧＳＭにおいて使用される「ハードハンドオーバー」と比べると、ＵＭＴＳは「ソフト
ハンドオーバー」を用いている。また、「ソフターハンドオーバー」と呼ばれるものも存
在するが、本発明のためには「ソフトハンドオーバー」についてのみ説明すれば十分であ
る。上述したように、ＵＭＴＳのＵＥは、ＵＭＴＳのＵＥがそのＲＮＣに対して送受信を
行うための、継続的に更新される１セットのセルを操作する。セルの「アクティブセット
」と呼ばれるものに出入りするセルのための基準が知られている。例えば、Laiho、Wacke
rおよびNovosadの著書「Radio Network Planning and Optimisation for UMTS」に一般的
な説明がなされている。セル追加、削除、および置換が、ＵＭＴＳにおいて認められてい
る「イベント」の６つのカテゴリのうちの３つである。セルの追加は「イベント１ａ」と
呼ばれ、セルの削除は「イベント１ｂ」と呼ばれ、あるセルの他のセルへの置換は「イベ
ント１ｃ」と呼ばれる。セル追加、削除および置換は、それぞれのセルのパイロット信号
間の電力レベル差の測定によってそれぞれ決まる。そのような測定はＵＥにより周期的に
行われ、評価のためにそのＲＮＣに送信される。ＲＮＣが、ＵＥが通信に使用しているセ
ルのうちの１つを追加、削除、または置換するための基準が満たされていると判断すると
、ＲＮＣは、セルとの通信を開始または終了するため、あるいはあるセルとの通信を開始
しつつ他のセルとの通信を終了するために必要な措置を取るべくＵＥに信号を送る。図１
は、イベント１ａおよび１ｂの判断に関連する式を示しており、その判断に関連する因数
を表している。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　以下では、上述したセットのセルを特定のＵＥに対する「スーパーセットのセル」また
は「スーパーセットセル」と呼ぶ。本発明は、スーパーセットセルを有するだけではなく
、「サブセットのセル」または「サブセットセル」と呼ぶ第２のセットのセルを有するＵ
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Ｅの通信に関係するものである。図２に示されているように、すべてのサブセットセルは
スーパーセットセルでもあるが、すべてのスーパーセットセルがサブセットセルであると
いうわけではない。ＵＥが移動するときにＵＭＴＳネットワークの非スーパーセットセル
に連続的に交換されるスーパーセットセル（Ｉで示される）と同様に、スーパーセットセ
ルもまたサブセットに加わったり、サブセットから抜けたりする場合がある。
【０００９】
　従来のＵＭＴＳのＵＥがスーパーセットセルとサブセットセルとを区別できるようにな
るためには、ソフトウェアのアップグレードを必要とするだけかもしれない。同様に、Ｒ
ＮＣはマイナーソフトウェアアップグレードを必要とするだけかもしれない。サブセット
セルによってスーパーセットセルよりも向上される能力の例としては、（ｉ）データ伝送
におけるより高いデータ転送速度、および（ｉｉ）より短い送受信間隔がある。サブセッ
トセルは、スーパーセットセルの「通常の」データ転送速度および伝送間隔で送受信を行
うことができるだけではなく、より高いデータ転送速度およびより短い伝送間隔で送受信
を行うことができる。しかしながら、スーパーセットセルは、サブセットセルにおけるよ
り高いデータ転送速度およびより短い伝送間隔でＵＥと通信することができない。サブセ
ット候補セルは、より高いデータ転送速度およびより短い伝送間隔、すなわち拡張型通信
を実現することができるスーパーセットセルであるが、スーパーセットセルの「通常の」
データ転送速度および伝送間隔でＵＥと通信している。本発明は、スーパーセットセルが
サブセットセルに変化することおよびそれがスーパーセットセルに戻ることに関連してい
る。現在のスーパーセットおよびサブセットセルは、それぞれ、ＤＣＨ（専用チャンネル
）アクティブセット（ＤＡＳ）およびＥ－ＤＣＨ（拡張専用チャンネル）アクティブセッ
ト（ＥＡＳ）のセルとも呼ばれることに留意すべきである。
【００１０】
　ダウンリンクイベントトリガ測定レポーティングは、サブセットセルベースではなく、
スーパーセットセルベースでのみ構成可能である（ＵＥにより測定される）という問題が
あった。このため、問題は、スーパーセットのメンバを判断することではなく、どのスー
パーセットセルがサブセットセルでもあるのかを判断することにある。電力測定のために
、従来のＵＥは、レンジ内セルとスーパーセットセルとの区別をするだけであり、サブセ
ットセルではないスーパーセットセル、すなわちサブセット候補セルと、サブセットセル
でもあるスーパーセットセルとの区別をすることはできない。ＲＮＣはこの区別を把握し
ているが、この区別はＵＥに通信されない。（ｉ）スーパーセットセルだけであるのはど
のセルか、（ｉｉ）サブセット候補セルであるスーパーセットセルであるのはどのセルか
、および（ｉｉｉ）（スーパーセットセルであることに加えて）サブセットセルであるの
はどのセルか、について把握しているＵＥは、追加、削除、または他のサブセットセルと
交換すべき時期を判断するために使用可能な電力測定を行う際にその情報を使用すること
ができるので、１つの実施形態により上記問題が軽減され得る。同様の問題は、レンジ内
セルがスーパーセットセルになり、サブセットセルにもなることができるような状況にも
生じる。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　第１の態様の一形態において、本発明は、ユーザ機器（ＵＥ）と変化するセルのセット
を介してＵＥと通信する無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）とを利用するユニバー
サル移動体通信システム（ＵＭＴＳ）通信のための方法を提供する。この方法は、レンジ
内セルからの受信パイロット信号における電力をＵＥで測定し、ＵＥ受信パイロット信号
電力がスーパーセット電力閾値より大きければレンジ内セルがスーパーセットセルになり
得ると判断していずれのレンジ内セルをＵＥへの通信に含めることができるのか（スーパ
ーセットセル）を決定し、そのスーパーセットセルがサブセットセルにもなることができ
ると把握されており、既存のサブセットセルの数がサブセットセルの所定の最大数よりも
少ない場合に、そのスーパーセットセルがサブセットセルにもなり得ると判断していずれ
のスーパーセットセルが拡張型ＵＥ通信を提供可能なサブセットセルでもあるのかを決定
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するというステップを周期的に行うことを含んでいる。
【００１２】
　この方法は、ＵＥでの次の電力測定に含めるべきものを決めるために上記決定された結
果を使うステップを含んでいてもよい。
【００１３】
　他の形態においては、本発明は、ユニバーサル移動体通信システム（ＵＭＴＳ）の無線
ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）によって行われる方法を提供する。この方法は、セ
ルのパイロット信号における電力の測定結果をユーザ機器（ＵＥ）から受信し、ＵＥ受信
パイロット信号電力がスーパーセット電力閾値より大きければレンジ内セルがスーパーセ
ットセルになり得ると判断していずれのレンジ内セルをＵＥへの通信に含めることができ
るのか（スーパーセットセル）を決定し、そのスーパーセットセルがサブセットセルにも
なることができると把握されており、既存のサブセットセルの数がサブセットセルの所定
の最大数よりも少ない場合に、そのスーパーセットセルはサブセットセルにもなり得ると
判断していずれのスーパーセットセルが拡張型ＵＥ通信を提供可能なサブセットセルでも
あるのかを決定するというステップを周期的に行うことを含んでいる。
【００１４】
　この方法は、上記決定された結果をＵＥに送信するステップをさらに含んでいてもよい
。上記決定された結果は、各セルのカテゴリがレンジ内セル、スーパーセットセル、サブ
セット候補セル、またはサブセットセルであるのかに関する情報であって、ＵＥが次の電
力測定に含めるべきものを決定するために使用される情報を含んでいてもよい。
【００１５】
　さらなる形態においては、本発明は、ユニバーサル移動体通信システム（ＵＭＴＳ）の
ユーザ機器（ＵＥ）によって行われる方法を提供する。この方法は、セルパイロット信号
の電力を測定し、ＵＥ受信パイロット信号電力がスーパーセット電力閾値より大きければ
レンジ内セルがスーパーセットセルになり得ると判断していずれのレンジ内セルをＵＥへ
の通信に含めることができるのか（スーパーセットセル）を決定し、そのスーパーセット
セルがサブセットセルにもなることができると把握されており、既存のサブセットセルの
数がサブセットセルの所定の最大数よりも少ない場合に、そのスーパーセットセルはサブ
セットセルにもなり得ると判断していずれのスーパーセットセルが拡張型ＵＥ通信を提供
可能なサブセットセルでもあるのかを決定し、上記決定ステップの後に、各セルのカテゴ
リがレンジ内セル、スーパーセットセル、サブセット候補セル、またはサブセットセルで
あるのかに関する情報であって、次の電力測定に含めるべきものを決定するために使用さ
れる情報を記憶するというステップを周期的に行うことを含んでいる。
【００１６】
　好ましくは、さらにスーパーセットセルのＵＥ受信パイロット信号電力がスーパーセッ
ト電力閾値とは異なるサブセット電力閾値よりも大きい場合にのみ、そのスーパーセット
セルがサブセットセルにもなり得ると判断される。
【００１７】
　他の態様の一形態においては、本発明は、ユーザ機器（ＵＥ）と変化するセルのセット
を介してＵＥと通信する無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）とを利用するユニバー
サル移動体通信システム（ＵＭＴＳ）通信のための方法を提供する。この方法は、レンジ
内セルからの受信パイロット信号における電力をＵＥで測定し、ＵＥ受信パイロット信号
電力がスーパーセット電力閾値より大きければレンジ内セルがスーパーセットセルになり
得ると判断していずれのレンジ内セルをＵＥへの通信に含めることができるのか（スーパ
ーセットセル）を決定し、そのスーパーセットセルがサブセットセルにもなることができ
ると把握されており、そのスーパーセットセルのＵＥ受信パイロット信号電力がスーパー
セット電力閾値とは異なるサブセット電力閾値よりも大きい場合に、そのスーパーセット
セルがサブセットセルにもなり得ると判断していずれのスーパーセットセルが拡張型ＵＥ
通信を提供可能なサブセットセルでもあるのかを決定するというステップを周期的に行う
ことを含んでいる。
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【００１８】
　この方法は、ＵＥでの次の電力測定に含めるべきものを決めるために上記決定された結
果を使うステップをさらに含んでいてもよい。
【００１９】
　他の形態においては、本発明は、ユニバーサル移動体通信システム（ＵＭＴＳ）の無線
ネットワークコントローラによって行われる方法を提供する。この方法は、セルのパイロ
ット信号における電力の測定結果をユーザ機器（ＵＥ）から受信し、ＵＥ受信パイロット
信号電力がスーパーセット電力閾値より大きければレンジ内セルがスーパーセットセルに
なり得ると判断していずれのレンジ内セルをＵＥへの通信に含めることができるのか（ス
ーパーセットセル）を決定し、そのスーパーセットセルがサブセットセルにもなることが
できると把握されており、そのスーパーセットセルのＵＥ受信パイロット信号電力がスー
パーセット電力閾値とは異なるサブセット電力閾値よりも大きい場合に、そのスーパーセ
ットセルはサブセットセルにもなり得ると判断していずれのスーパーセットセルが拡張型
ＵＥ通信を提供可能なサブセットセルでもあるのかを決定するというステップを周期的に
行うことを含んでいる。
【００２０】
　この方法は、上記決定された結果をＵＥに送信するステップをさらに含んでいてもよい
。上記決定された結果は、各セルのカテゴリがレンジ内セル、スーパーセットセル、サブ
セット候補セル、またはサブセットセルであるのかに関する情報であって、ＵＥが次の電
力測定に含めるべきものを決定するために使用される情報を含んでいてもよい。
【００２１】
　さらなる形態においては、本発明は、ユニバーサル移動体通信システム（ＵＭＴＳ）の
ユーザ機器（ＵＥ）によって行われる方法を提供する。この方法は、セルのパイロット信
号の電力を測定し、ＵＥ受信パイロット信号電力がスーパーセット電力閾値より大きけれ
ばレンジ内セルがスーパーセットセルになり得ると判断していずれのレンジ内セルをＵＥ
への通信に含めることができるのか（スーパーセットセル）を決定し、そのスーパーセッ
トセルがサブセットセルにもなることができると把握されており、そのスーパーセットセ
ルのＵＥ受信パイロット信号電力がスーパーセット電力閾値とは異なるサブセット電力閾
値よりも大きい場合に、そのスーパーセットセルがサブセットセルにもなり得ると判断し
ていずれのスーパーセットセルが拡張型ＵＥ通信を提供可能なサブセットセルでもあるの
かを決定し、上記決定ステップの後に、各セルのカテゴリがレンジ内セル、スーパーセッ
トセル、サブセット候補セル、またはサブセットセルであるのかに関する情報であって、
次の電力測定に使用される情報を記憶するというステップを周期的に行うことを含んでい
る。
【００２２】
　好ましくは、さらに既存のサブセットセルの数がサブセットセルの所定の最大数よりも
少ない場合にのみ、そのスーパーセットセルがサブセットセルにもなり得ると判断される
。
【００２３】
　上記サブセットセルの所定の最大数をスーパーセットセルの数よりも１、２、または３
だけ少なくてもよい。
【００２４】
　上記スーパーセット電力閾値を、レンジ内セルの中で最も高い受信電力を有すると測定
されたレンジ内セルのパイロット信号電力を上限値とするスーパーセット規定電力範囲の
下限値としてもよい。
【００２５】
　上記サブセット電力閾値を、レンジ内セルの中で最も高い受信電力を有すると測定され
たレンジ内セルのパイロット信号電力を上限値とするサブセット規定電力範囲の下限値と
してもよい。あるいは、上記サブセット電力閾値を以下のように決めてもよい。最初にサ
ブセットセルにもなり得ると判断されるスーパーセットセル（第１のサブセットセル）に
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対しては、上記サブセット電力閾値を、（ｉ）スーパーセット内で最も高い電力レベルを
有するサブセット候補セルの電力レベル、および（ｉｉ）所定の電力値のうちの１つとし
、その次にサブセットセルにもなり得ると判断されるスーパーセットセルに対しては、上
記サブセット電力閾値を、最も高い受信電力を有すると測定されたサブセットセルのパイ
ロット信号電力を上限値とする第２の規定電力範囲の下限値とする。
【００２６】
　また、この方法は、スーパーセットセルを使ってＵＥとＲＮＣとの間で通信を行い、い
ずれかのスーパーセットセルがサブセットセルにもなり得ると判断された場合に、そのセ
ルに関する既存のＵＥ通信に拡張型ＵＥ通信を追加するステップを含んでいてもよい。
【００２７】
　また、この方法は、スーパーセットセルを使ってＵＥとＲＮＣとの間で通信を行い、少
なくとも１つのスーパーセットセルがサブセットセルにもなり得ると判断された場合に、
最大４つのセルがＵＥ通信に使用され、サブセットセルであるセルが拡張型ＵＥ通信を利
用するように通信を変更するステップを含んでいてもよい。
【００２８】
　上記スーパーセットセルは、サブセットセルでもあるスーパーセットセルがない場合に
は６個以下のセルを含み、少なくとも１個のスーパーセットセルがサブセットセルでもあ
る場合には４個以下のセルを含むことができる。
【００２９】
　この方法においては、ＲＮＣが、どのスーパーセットセルがサブセットセルにもなるこ
とができるのかを把握していてもよく、ＲＮＣは、その情報とＵＥで行われＵＥによりＲ
ＮＣに送られるパイロット信号電力測定とに基づいて上記決定ステップを行う。
【００３０】
　上記拡張型ＵＥ通信を、より高いデータ転送速度および／またはより大きな伝送間隔の
ＵＥ通信とすることができる。
【００３１】
　上記より高いデータ転送速度は、２００～１２００キロビット／秒の範囲とすることが
できる。
【００３２】
　上記拡張型ＵＥ通信は、ＵＥからのアップリンク通信だけを含んでいてもよい。
【００３３】
　上記スーパーセット規定電力範囲は４ｄＢとすることができる。上記サブセット規定電
力範囲は２ｄＢとすることができる。
【００３４】
　この方法は、測定されたパイロット信号電力レベルがスーパーセット規定電力範囲で最
も高いスーパーセットセルから、測定されたパイロット信号電力レベルが該範囲で最も低
いスーパーセットセルに向かって、スーパーセットセルを電力レベルの順に並べるステッ
プをさらに含んでいてもよい。
【００３５】
　この方法は、測定されたパイロット信号電力レベルがサブセット規定電力範囲で最も高
いサブセットセルから、測定されたパイロット信号電力レベルが該範囲で最も低いサブセ
ットセルに向かって、サブセットセルを電力レベルの順に並べるステップをさらに含んで
いてもよい。
【００３６】
　上記いずれの方法においても、電力および電力レベルは信号対雑音比（ＳＮＲ）、伝送
路損失、または信号強度の観点から測定される。
【００３７】
　さらなる態様の一形態においては、本発明は、レンジ内セルからの受信パイロット信号
における電力を測定する手段を含むユーザ機器（ＵＥ）と、ＵＥから電力測定に関する情
報を受信する手段と、ＵＥ受信パイロット信号電力がスーパーセット電力閾値より大きけ
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ればレンジ内セルがスーパーセットセルになり得ると判断していずれのレンジ内セルをＵ
Ｅとの通信に含めることができるか（スーパーセットセル）を決定し、そのスーパーセッ
トセルがサブセットセルにもなることができると把握されており、既存のサブセットセル
の数がサブセットセルの所定の最大数よりも少ない場合に、そのスーパーセットセルがサ
ブセットセルになり得ると判断していずれのスーパーセットセルが拡張型ＵＥ通信を提供
可能なサブセットセルでもあるのかを決定する手段とを含む無線ネットワークコントロー
ラ（ＲＮＣ）とを含むユニバーサル移動体通信システム（ＵＭＴＳ）を提供する。
【００３８】
　ＵＭＴＳシステムは、上記決定された結果をＵＥに送信する手段をさらに含んでいても
よく、次の電力測定に含めるべきものを決めるために上記決定された結果を使う手段をさ
らに含んでいてもよい。
【００３９】
　他の形態においては、本発明は、ユニバーサル移動体通信システム（ＵＭＴＳ）の無線
ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）を提供するものであって、ＲＮＣは、セルのパイロ
ット信号における電力の測定結果をユーザ機器（ＵＥ）から受信する手段と、ＵＥ受信パ
イロット信号電力がスーパーセット電力閾値より大きければレンジ内セルがスーパーセッ
トセルになり得ると判断していずれのレンジ内セルをＵＥとの通信に含めることができる
か（スーパーセットセル）を決定し、そのスーパーセットセルがサブセットセルにもなる
ことができると把握されており、既存のサブセットセルの数がサブセットセルの所定の最
大数よりも少ない場合に、そのスーパーセットセルがサブセットセルにもなり得ると判断
していずれのスーパーセットセルが拡張型ＵＥ通信を提供可能なサブセットセルでもある
のかを決定する手段とを含んでいる。
【００４０】
　ＲＮＣは、上記決定された結果をＵＥに送信する手段をさらに含んでいてもよい。上記
決定された結果は、各セルのカテゴリがレンジ内セル、スーパーセットセル、サブセット
候補セル、またはサブセットセルであるのかに関する情報であって、ＵＥによる次の電力
測定に使用される情報を含んでいてもよい。
【００４１】
　さらなる形態においては、本発明は、ユニバーサル移動体通信システム（ＵＭＴＳ）の
ユーザ機器（ＵＥ）を提供するものであって、ＵＥは、セルパイロット信号における電力
を測定し、ＵＥ受信パイロット信号電力がスーパーセット電力閾値より大きければレンジ
内セルがスーパーセットセルになり得ると判断していずれのレンジ内セルをＵＥへの通信
に含めることができるのか（スーパーセットセル）を決定し、そのスーパーセットセルが
サブセットセルにもなることができると把握されており、既存のサブセットセルの数がサ
ブセットセルの所定の最大数よりも少ない場合に、そのスーパーセットセルがサブセット
セルにもなり得ると判断していずれのスーパーセットセルが拡張型ＵＥ通信を提供可能な
サブセットセルでもあるのかを決定する手段と、上記決定ステップの後に、各セルのカテ
ゴリがレンジ内セル、スーパーセットセル、サブセット候補セル、またはサブセットセル
であるのかに関する情報であって、次の電力測定に使用される情報を記憶する手段とを含
んでいる。
【００４２】
　好ましくは、さらにそのスーパーセットセルのＵＥ受信パイロット信号電力がスーパー
セット電力閾値とは異なるサブセット電力閾値よりも大きい場合にのみ、そのスーパーセ
ットセルがサブセットセルにもなり得ると判断される。
【００４３】
　さらなる態様の一形態においては、本発明は、レンジ内セルからの受信パイロット信号
における電力を測定する手段を含むユーザ機器（ＵＥ）と、ＵＥから電力測定に関する情
報を受信する手段と、ＵＥ受信パイロット信号電力がスーパーセット電力閾値より大きけ
ればレンジ内セルがスーパーセットセルになり得ると判断していずれのレンジ内セルをＵ
Ｅへの通信に含めることができるのか（スーパーセットセル）を決定し、そのスーパーセ
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ットセルがサブセットセルにもなることができると把握されており、そのスーパーセット
セルのＵＥ受信パイロット信号電力がスーパーセット電力閾値とは異なるサブセット電力
閾値よりも大きい場合に、そのスーパーセットセルがサブセットセルにもなり得ると判断
していずれのスーパーセットセルが拡張型ＵＥ通信を提供可能なサブセットセルでもある
のかを決定する手段とを含む無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）とを含むユニバー
サル移動体通信システム（ＵＭＴＳ）を提供する。
【００４４】
　ＵＭＴＳシステムは、上記決定された結果をＵＥに送信する手段をさらに含んでいても
よく、次の電力測定に含めるべきものを決めるために上記決定された結果を使う手段をさ
らに含んでいてもよい。
【００４５】
　他の形態においては、本発明は、ユニバーサル移動体通信システム（ＵＭＴＳ）の無線
ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）を提供するものであって、ＲＮＣは、セルのパイロ
ット信号における電力の測定結果をユーザ機器（ＵＥ）から受信する手段と、ＵＥ受信パ
イロット信号電力がスーパーセット電力閾値より大きければレンジ内セルがスーパーセッ
トセルになり得ると判断していずれのレンジ内セルをＵＥとの通信に含めることができる
か（スーパーセットセル）を決定し、そのスーパーセットセルがサブセットセルにもなる
ことができると把握されており、そのスーパーセットセルのＵＥ受信パイロット信号電力
がスーパーセット電力閾値とは異なるサブセット電力閾値よりも大きい場合に、そのスー
パーセットセルがサブセットセルにもなり得ると判断していずれのスーパーセットセルが
拡張型ＵＥ通信を提供可能なサブセットセルでもあるのかを決定する手段とを含んでいる
。
【００４６】
　ＲＮＣは、上記決定された結果をＵＥに送信する手段をさらに含んでいてもよい。上記
決定された結果は、各セルのカテゴリがレンジ内セル、スーパーセットセル、サブセット
候補セル、またはサブセットセルであるのかに関する情報であって、ＵＥによる次の電力
測定に使用される情報を含んでいてもよい。
【００４７】
　さらなる形態においては、本発明は、ユニバーサル移動体通信システム（ＵＭＴＳ）の
ユーザ機器（ＵＥ）を提供するものであって、ＵＥは、セルパイロット信号における電力
を測定し、ＵＥ受信パイロット信号電力がスーパーセット電力閾値より大きければレンジ
内セルがスーパーセットセルになり得ると判断していずれのレンジ内セルをＵＥへの通信
に含めることができるのか（スーパーセットセル）を決定し、そのスーパーセットセルが
サブセットセルにもなることができると把握されており、そのスーパーセットセルのＵＥ
受信パイロット信号電力がスーパーセット電力閾値とは異なるサブセット電力閾値よりも
大きい場合に、そのスーパーセットセルがサブセットセルにもなり得ると判断していずれ
のスーパーセットセルが拡張型ＵＥ通信を提供可能なサブセットセルでもあるのかを決定
する手段と、上記決定ステップの後に、各セルのカテゴリがレンジ内セル、スーパーセッ
トセル、サブセット候補セル、またはサブセットセルであるのかに関する情報であって、
次の電力測定に使用される情報を記憶する手段とを含んでいる。
【００４８】
　好ましくは、ＵＭＴＳシステム、ＲＮＣ、またはＵＥにおいては、さらに既存のサブセ
ットセルの数がサブセットセルの所定の最大数よりも少ない場合にのみ、そのスーパーセ
ットセルがサブセットセルにもなり得ると判断される。
【００４９】
　好ましくは、ＵＭＴＳシステム、ＲＮＣ、またはＵＥにおいては、上記サブセットセル
の所定の最大数をスーパーセットセルの数よりも１、２、または３だけ少なくする。
【００５０】
　好ましくは、ＵＭＴＳシステム、ＲＮＣ、またはＵＥにおいては、上記スーパーセット
電力閾値を、レンジ内セルの中で最も高い受信電力を有すると測定されたレンジ内セルの



(12) JP 4502143 B2 2010.7.14

10

20

30

40

50

パイロット信号電力を上限値とするスーパーセット規定電力範囲の下限値とする。また、
より好ましくは、上記サブセット電力閾値を、レンジ内セルの中で最も高い受信電力を有
すると測定されたレンジ内セルのパイロット信号電力を上限値とするサブセット規定電力
範囲の下限値とする。あるいは、より好ましくは、最初にサブセットセルにもなり得ると
判断されるスーパーセットセル（第１のサブセットセル）に対しては、上記サブセット電
力閾値を、（ｉ）スーパーセット内で最も高い電力レベルを有するサブセット候補セルの
電力レベル、および（ｉｉ）所定の電力値のうちの１つとし、その次にサブセットセルに
もなり得ると判断されるスーパーセットセルに対しては、上記サブセット電力閾値を、最
も高い受信電力を有すると測定されたサブセットセルのパイロット信号電力を上限値とす
る第２の規定電力範囲の下限値とする。
【００５１】
　ＵＭＴＳシステム、ＲＮＣ、またはＵＥは、スーパーセットセルを使ってＵＥとＲＮＣ
との間で通信を行う手段と、いずれかのスーパーセットセルがサブセットセルにもなり得
ると判断された場合に、そのセルに関する既存のＵＥ通信に拡張型ＵＥ通信を追加する手
段とをさらに含んでいてもよい。
【００５２】
　ＵＭＴＳシステム、ＲＮＣ、またはＵＥは、スーパーセットセルを使ってＵＥとＲＮＣ
との間で通信を行う手段と、少なくとも１つのスーパーセットセルがサブセットセルにも
なり得ると判断された場合に、最大４つのセルがＵＥ通信に使用され、サブセットセルで
あるセルが拡張型ＵＥ通信を利用するように通信を変更する手段とをさらに含んでいても
よい。
【００５３】
　ＵＭＴＳシステム、ＲＮＣ、またはＵＥにおいては、上記スーパーセットセルは、サブ
セットセルでもあるスーパーセットセルがない場合には６個以下のセルを含み、少なくと
も１個のスーパーセットセルがサブセットセルでもある場合には４個以下のセルを含むこ
とができる。
【００５４】
　ＵＭＴＳシステム、ＲＮＣ、またはＵＥにおいては、ＲＮＣが、どのスーパーセットセ
ルがサブセットセルにもなることができるのかを把握し、ＲＮＣが、その情報とＵＥで行
われＵＥによりＲＮＣに送られるパイロット信号電力測定とに基づいて上記決定ステップ
を行うこととしてもよい。
【００５５】
　ＵＭＴＳシステム、ＲＮＣ、またはＵＥにおいては、上記拡張型ＵＥ通信を、より高い
データ転送速度および／またはより大きな伝送間隔のＵＥ通信とすることができる。この
より高いデータ転送速度は、２００～１２００キロビット／秒の範囲とすることができる
。上記拡張型ＵＥ通信はＵＥからのアップリンク通信であってもよい。上記スーパーセッ
ト規定電力範囲は４ｄＢとすることができる。上記サブセット規定電力範囲は２ｄＢとす
ることができる。
【００５６】
　ＵＭＴＳシステム、ＲＮＣ、またはＵＥは、測定されたパイロット信号電力レベルがス
ーパーセット規定電力範囲で最も高いスーパーセットセルから、測定されたパイロット信
号電力レベルが該範囲で最も低いスーパーセットセルに向かって、スーパーセットセルを
電力レベルの順に並べる手段をさらに含んでいてもよい。
【００５７】
　ＵＭＴＳシステム、ＲＮＣ、またはＵＥは、測定されたパイロット信号電力レベルがサ
ブセット規定電力範囲で最も高いサブセットセルから、測定されたパイロット信号電力レ
ベルが該範囲で最も低いサブセットセルに向かって、サブセットセルを電力レベルの順に
並べる手段をさらに含んでいてもよい。
【００５８】
　ＵＭＴＳシステム、ＲＮＣ、またはＵＥにおいては、電力および電力レベルを信号対雑
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音比（ＳＮＲ）、伝送路損失、または信号強度の観点から測定することができる。
【００５９】
　以下、図面を参照して本発明の好ましい特徴を単なる例として説明する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００６０】
　いずれのセルもＥ－ＤＣＨセルではない場合、すなわちすべてがＤＣＨである場合、Ｕ
Ｅは最大６つのセルを介してそのＲＮＣと通信することができるが、ＤＣＨセルのうちの
１つがＥ－ＤＣＨセルにもなる場合には、そのセルの最大数は４つにまで減る。あるセル
がＤＣＨセルである状態からＥ－ＤＣＨセルに変化し得るかということは、いくつかの要
素によって決まる。まず、ＤＣＨセルは、拡張型通信をＲＮＣに送るようにアップグレー
ドされたnodeBに関連づけられていなければならない。ＲＮＣは、制御下にあるＥ－ＤＣ
Ｈの能力を有するすべてのnodeBの記録を保存する。次に、本発明の第１の形態は、ＵＥ
で既に使用されているＥ－ＤＣＨセルの数が所定の最大数よりも少ないことを要求する。
２番目の要因に関してＵＥによりＲＮＣに送られる測定結果に基づいて、ＲＮＣは、ＵＥ
のＤＣＨセルがＥ－ＤＣＨセルになることができるかを判断する。典型的には、ＵＭＴＳ
におけるそれぞれのＵＥは、特定のイベントがトリガされたときに、１セットの更新され
た電力測定結果をそのＲＮＣに送信することに留意すべきである。
【００６１】
　第１の実施形態
　図３は、本発明の第１の実施形態の例に関連するものである。第１の態様は、ＵＥがＥ
－ＤＣＨおよび非Ｅ－ＤＣＨセルが混合したものを通過またはＥ－ＤＣＨセルだけを通過
し、ＤＣＨに対する最大アクティブセットサイズがＥ－ＤＣＨのものよりも大きいという
状況に関係するものである。ここでの例は、ＤＣＨに対する最大アクティブセットサイズ
が４である（少なくとも１つのＥ－ＤＣＨセルが既に存在するので、ここでは６ではなく
４とした）。また、Ｅ－ＤＣＨに対する所定の最大アクティブセットサイズは３である。
Ｅ－ＤＣＨに対する最大アクティブセットサイズは、２あるいは１でもよい。第１の実施
形態においては、所定の最大アクティブセットサイズに達するまでＥ－ＤＣＨセルが追加
される。最大数に達すると、Ｅ－ＤＣＨセルの１つ（通常は最も低い電力のＥ－ＤＣＨセ
ル）を他のＥ－ＤＣＨセルに置換するためにイベント１ｃ’（図３）が必要となる。（イ
ベント１ｃはスーパーセットセルをスーパーセット内にない他のセルに交換することを表
し、イベント１ｃ’はサブセットセルをサブセット内にない他のセルに交換することを表
していることに留意されたい。）図３に示されるように、イベントの順序は以下の通りで
ある。
【００６２】
　　１．ＤＣＨ（アクティブセット）＝（Ａ＊，Ｂ＊，Ｃ＊，Ｄ＊）
　　　　Ｅ－ＤＣＨアクティブセット＝（Ａ，Ｂ，Ｃ）
　　２．ＤＣＨ（アクティブセット）＝（Ａ＊，Ｂ＊，Ｄ＊，Ｃ＊）
　　　　Ｅ－ＤＣＨアクティブセット＝（Ａ，Ｂ，Ｄ）
　この状況において、新しいイベント１ｃ’がトリガされ、Ｅ－ＤＣＨアクティブセット
内のセルＣをＥ－ＤＣＨアクティブセットのセルＤに置換する。
【００６３】
　上記の例およびそれに続く例において、＊ はサブセットのメンバ候補を示しており、
順序「Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ」はそれぞれの強さによるセルの順番を示している。すなわち
、セルＡが最も強く、セルＥが最も弱い。
【００６４】
　第１の実施形態の第２の例は、より複雑な状況を伴うものであり、新しいイベント１ａ
’、１ｂ’および１ｃ’のいずれかが起こり得る（それぞれセルを追加、削除および交換
する）。サブセットにセルを追加するルールは、スーパーセットにセルを追加するルール
から独立したものである。この場合におけるイベントの典型的な順序は以下の通りである
。
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【００６５】
　　１．ＤＣＨ（アクティブセット）＝（Ａ，Ｃ＊，Ｂ，Ｄ＊）
　　　　Ｅ－ＤＣＨアクティブセット＝（Ｃ）
　コメント：セルＤの品質は、Ｅ－ＤＣＨアクティブセットのメンバになれるほど良くは
ない。
【００６６】
　　２．ＤＣＨ（アクティブセット）＝（Ａ，Ｃ＊，Ｄ＊，Ｅ＊）
　　　　Ｅ－ＤＣＨアクティブセット＝（Ｃ，Ｄ）
　コメント：セルＤの品質が改善され、セルＤをＥ－ＤＣＨアクティブセットに追加する
ためにイベント１ａ’がトリガされている。
【００６７】
　　３．ＤＣＨ（アクティブセット）＝（Ｃ＊，Ｅ＊，Ｄ＊，Ｆ＊）
　　　　Ｅ－ＤＣＨアクティブセット＝（Ｃ，Ｅ，Ｄ）
　コメント：セルＥをＥ－ＤＣＨアクティブセットに追加するために新しいイベント１ａ
’がトリガされている。
【００６８】
　　４．ＤＣＨ（アクティブセット）＝（Ｆ＊，Ｃ＊，Ｅ＊，Ｄ＊）
　　　　Ｅ－ＤＣＨアクティブセット＝（Ｆ，Ｃ，Ｅ）
　コメント：Ｅ－ＤＣＨアクティブセット内のセルＤをセルＦに置換するために新しいイ
ベント１ｃ’がトリガされている。
【００６９】
　　５．ＤＣＨ（アクティブセット）＝（Ｆ＊　Ｃ＊，Ｅ＊，Ｄ＊）
　　　　Ｅ－ＤＣＨアクティブセット＝（Ｆ，Ｃ）
　コメント：Ｅ－ＤＣＨアクティブセットからセルＥを削除するために、新しいイベント
１ｂ’がトリガされている。
【００７０】
　Ｅ－ＤＣＨ機能セル、すなわち現在常時使用されているＥ－ＤＣＨセルは、典型的には
、最も品質の良いＥ－ＤＣＨアクティブセットセルである。そのような最良のセルは、Ｅ
－ＤＣＨアクティブセット内のセルに対するイベント１ｄ測定を使用することにより決定
することができる。
【００７１】
　次の例は、ＤＣＨアクティブセットのセルとＥ－ＤＣＨアクティブセットのセル、すな
わちスーパーセットとサブセットのセルが相互に作用し合っている状況に関連するもので
ある。この場合において、ＵＥは、サブセット要求能力を有するスーパーセットセル（「
サブセット候補セル」）をサブセットセルから識別することができ、（実際にはサブセッ
ト内にはないが）サブセット候補であるとＵＥが把握しているセルの電力測定だけではな
く、サブセット内にあることをＵＥが把握しているセルの電力測定を行うことができる。
【００７２】
　　１．ＤＣＨ（アクティブセット）＝（Ｃ＊，Ｂ）
　　　　Ｅ－ＤＣＨアクティブセット＝（Ｃ）
　　２．ＤＣＨ（アクティブセット）＝（Ｃ＊，Ｂ，Ａ）
　　　　Ｅ－ＤＣＨアクティブセット＝（Ｃ）
　コメント：セルＡは電力が上昇したレンジ内セルであり、これによってセルＡを（Ｅ－
ＤＣＨアクティブセットではなく）ＤＣＨアクティブセットに追加するためにイベント１
ａをトリガさせる。
【００７３】
　　３．ＤＣＨ（アクティブセット）＝（Ｃ＊，Ｂ，Ａ，Ｅ＊）
　　　　Ｅ－ＤＣＨアクティブセット＝（Ｃ）
　コメント：セルＥは電力が上昇したレンジ内セルであり、これがセルＥを（Ｅ－ＤＣＨ
アクティブセットではなく）ＤＣＨアクティブセットに追加するためにイベント１ａをト
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リガする。
【００７４】
　　４．ＤＣＨ（アクティブセット）＝（Ｂ，Ｃ＊，Ｅ＊，Ａ）
　　　　Ｅ－ＤＣＨアクティブセット＝（Ｃ，Ｅ）
　コメント：セルＥの電力が上昇し、セルＥをＥ－ＤＣＨアクティブセットに追加するた
めにイベント１ａ’がトリガされている。
【００７５】
　　５．ＤＣＨ（アクティブセット）＝（Ｂ，Ｃ＊，Ａ，Ｅ＊）
　　　　Ｅ－ＤＣＨアクティブセット＝（Ｃ）
　コメント：セルＥの電力が低下し、セルＥをＥ－ＤＣＨアクティブセットから削除する
ためにイベント１ｂ’がトリガされている。
【００７６】
　　６．ＤＣＨ（アクティブセット）＝（Ｂ，Ｃ＊，Ｅ＊，Ａ）
　　　　Ｅ－ＤＣＨアクティブセット＝（Ｃ，Ｅ）
　コメント：セルＥの電力が上昇し、セルＥをＥ－ＤＣＨアクティブセットに追加するた
めにイベント１ａ’がトリガされている。
【００７７】
　　７．ＤＣＨ（アクティブセット）＝（Ｂ，Ｃ＊，Ｅ＊，Ｆ＊）
　　　　Ｅ－ＤＣＨアクティブセット＝（Ｃ，Ｅ）
　コメント：セルＡの電力がセルＦよりも低下し、ＤＣＨアクティブセット内のセルＡを
セルＦに置換するためにイベント１ｃがトリガされている（セルＦはＥ－ＤＣＨアクティ
ブセット内にない）。
【００７８】
　　８．ＤＣＨ（アクティブセット）＝（Ｂ，Ｃ＊，Ｅ＊，Ｆ＊）
　　　　Ｅ－ＤＣＨアクティブセット＝（Ｃ，Ｅ，Ｆ）
　コメント：セルＦの電力が上昇し、セルＦをＥ－ＤＣＨアクティブセットに追加するた
めにイベント１ａ’がトリガされている。
【００７９】
　　９．ＤＣＨ（アクティブセット）＝（Ｃ＊，Ｆ＊，Ｅ＊，Ｄ＊）
　　　　Ｅ－ＤＣＨアクティブセット＝（Ｃ，Ｆ，Ｅ）
　コメント：セルＢの電力がセルＤの電力よりも低くなり、ＤＣＨアクティブセット内の
セルＢをセルＤで置換するためにイベント１ｃがトリガされている。
【００８０】
　１０．ＤＣＨ（アクティブセット）＝（Ｆ＊，Ｄ＊，Ｅ＊，Ｃ＊）
　　　　Ｅ－ＤＣＨアクティブセット＝（Ｆ，Ｄ，Ｅ）
　コメント：セルＣの電力がＥ－ＤＣＨアクティブセット内のセルＤよりも低下し、Ｅ－
ＤＣＨアクティブセット内のセルＣをセルＤに置換するためにイベント１ｃ’がトリガさ
れている。
【００８１】
　１１．ＤＣＨ（アクティブセット）＝（Ｆ＊，Ｄ＊，Ｅ＊，Ｃ＊）
　　　　Ｅ－ＤＣＨアクティブセット＝（Ｆ，Ｄ）
　コメント：セルＥの電力が低下し、Ｅ－ＤＣＨアクティブセットからセルＥを削除する
ためにイベント１ｂ’がトリガされている。
【００８２】
　１２．ＤＣＨ（アクティブセット）＝（Ｆ＊，Ｄ＊，Ｅ＊）
　　　　Ｅ－ＤＣＨアクティブセット＝（Ｆ，Ｄ）
　コメント：セルＣの電力が低下し、セルＣをＤＣＨアクティブセットから削除するため
にイベント１ｂがトリガされている。
【００８３】
　第２の実施形態
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　本発明の第２の実施形態は、ＤＣＨアクティブセットのセルの電力閾値とは異なる電力
閾値を有するＥ－ＤＣＨアクティブセットのセルに関連するものである。ＵＭＴＳは、こ
れから述べる第２の実施形態に第１の実施形態を組み合わせて利用してもよく、あるいは
、これらのうちの１つのみを用いてもよい。
【００８４】
　ＲＮＣが、スーパーセットセルのうちの１つが第１のサブセットセルになるための基準
を満たしていると判断すると、この情報をＵＥに伝達する。そして、ＵＥは、次の電力測
定のときにそのスーパーセットセルをサブセットセルとしても認識する。従来のＵＥは、
いずれのスーパーセットセルがサブセットセルでもあるのかということを認識していなか
ったため、スーパーセットセルに適用された電力閾値と異なる電力閾値をサブセットセル
に適用すべきか否かについてＵＥが考慮する必要が全くなかった。しかしながら、スーパ
ーセットセルとサブセットセルとを区別することができる本発明のＵＥによれば、それぞ
れに異なる電力閾値を適用することを考慮することできる。これは、以下の理由により好
ましい特徴であるといえる。サブネットセルは、より高いデータ転送速度またはより短い
伝送間隔で動作する。したがって、より高い速度において品質を維持するためには、サブ
セットセル内の伝送情報ができるだけ良い品質で伝送されることが重要である。言い換え
ると、より良い品質のためには、それぞれのサブセットセルが小電力帯域にあること、す
なわちより小さな電力閾値を有することが必要とされる。
【００８５】
　例えばスーパーセットセルの電力閾値が４ｄＢに設定された場合、サブセットセルの電
力閾値をおよそ２ｄＢに設定することが提案される。Ｅ－ＤＣＨアクティブセット内のす
べてのセルは、互いに２ｄＢ以内の電力レベルを有する必要があり、これは最も高い電力
値を有するサブセットセルの電力から測定する必要がある。しかしながら、このことは、
サブセットセルが最初のサブセットセルである場合に問題となる。そのような特別な場合
には、（ｉ）サブセットセル候補の電力レベルがスーパーセット内で最も高い電力レベル
であるとき、あるいは（ｉｉ）サブセットセル候補の電力レベルがセル電力レベルとは別
の所定の電力レベルよりも大きいときに、最初のサブセット要求が選択される。いずれか
の基準が満たされると、特定のセルが最初のサブセットセルとなり、その特定のセルを最
初のメンバとしたＥ－ＤＣＨアクティブセットが作成される。そして、２つ目のスーパー
セットセルがサブセットセルになることができるとＵＥに知らされると、Ｅ－ＤＣＨアク
ティブセットに入ったその特定のセルの電力レベルが次に測定される。２つ目のサブセッ
トセル候補がその特定のセルの電力レベルよりも２ｄＢまたはそれ未満だけ低い電力を有
する場合には、２つ目のセルがＥ－ＤＣＨアクティブセット内のその特定のセルに加わる
。これは、Ｅ－ＤＣＨアクティブセットに許容されている最大数に達するまで続き、その
後、Ｅ－ＤＣＨアクティブセットをその最大サイズ以下に維持するためにイベント１ｃ’
が要求される。第１の実施形態では、Ｅ－ＤＣＨアクティブセット内のセル（サブセット
セル）の数が、常にＤＣＨアクティブセット内のセル（スーパーセットセル）の数よりも
少ない数に維持されている状況を扱ったが、この最大サイズは、スーパーセット全体であ
ってもよい。
【００８６】
　もちろん、サブセットはスーパーセットとは異なる電力閾値を有することができるが、
両方を同一の電力閾値、すなわち４ｄＢに維持することが好ましいと考えることもできる
。これは、結果的により簡単な状況となるが、それも依然として本発明の範囲に含まれる
ものである。
【００８７】
　本発明をその好ましい実施形態において説明してきたが、使用してきた単語は、限定の
ためではなく説明のための単語であり、特許請求の範囲によって画定される範囲から逸脱
することなく本発明を変更し得るということは理解されよう。
【００８８】
　本明細書（この語は特許請求の範囲を含む）に開示および／または図面に示されたそれ
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とができる。
【００８９】
　ユニバーサル移動体通信システム（ＵＭＴＳ）により、ユーザ機器（ＵＥ）は、サブセ
ットセルでもあるスーパーセットセルと、そうでないスーパーセットセルとを区別するこ
とが可能となる。ＵＭＴＳにおけるサブセットセルは、例えばより高いデータ転送速度や
より短い伝送間隔のような拡張型通信を可能にするシステムノードに関連づけられたセル
である。スーパーセットセルとサブセットセルとを区別できることにより、ＵＥは、次回
のセルの電力測定を調整し、スーパーセットセル間だけではなく、サブセットセル間の電
力レベル変化をも捕捉することができる。従来のＵＥは、スーパーセットセルとレンジ内
にあるセルとの区別を把握できるにすぎない。いずれのスーパーセットセルがサブセット
セルでもあるのか、あるいはサブセット候補セルであるのかをＵＥが把握することの利点
は、ＲＮＣがどのセルを拡張型通信に使用するのかを決定するのに役立つ情報をＵＥが提
供できる点にある。ＵＥに対するダウンリンク通信は既に高速であるが、本発明は、ＵＥ
からのアップリンク通信において同様の高速化の手段を提供するものである。ＵＭＴＳに
おける動作のためのＲＮＣおよびＵＥは本発明に含まれる。
【図面の簡単な説明】
【００９０】
【図１】イベント１ａおよび１ｂの判断に伴う式を示し、当該判断に伴う因数を表すもの
である。
【図２】レンジ内セル、スーパーセットセル、およびサブセットセルの間の関係を示すも
のである。
【図３】経時的に見たセル強度のグラフであり、イベント１ｃ’のトリガを示すものであ
る。

【図１】 【図２】
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